
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】患者の体腔内に挿入され、該体腔内を撮像する

胸腔、食道、又は内部導管プローブのうな多様な構造に

おいて使用するのに適した超音波プローブを提供する。

【解決手段】前記超音波プローブは、超音波トランスデ

ューサ素子の列を収納したセンサヘッドと、前記センサ

ヘッドにその端部が接続されており、その曲折が前記体

腔に沿って制御され得る可撓ケーブルとを有する。前記

可撓ケーブルは、該可撓ケーブルの中央空洞部中に配置

された平坦な可撓回路を有する。前記平坦な可撓回路は

、前記可撓ケーブルを経て、その一方の端部において前

記トランスデューサ素子へと繋がり、その他方の端部に

おいて接続素子へと繋がる導体トレースを備える。前記

接続素子は、前記曲折を制御する制御デバイス側に設け

られる。前記可撓ケーブルは、該可撓ケーブルの長手方

向に沿って前記平坦な可撓回路を囲むシースを有する。

前記可撓ケーブルは、全方向に曲折可能である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ 、 該 体 腔 内 を 撮 像 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ で あ っ て 、 前 記 超 音 波 プ
ロ ー ブ は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 の 列 を 収 納 し た セ ン サ ヘ ッ ド と 、 前 記 セ ン サ ヘ ッ
ド に そ の 端 部 が 接 続 さ れ て お り 、 そ の 曲 折 が 前 記 体 腔 に 沿 っ て 制 御 さ れ 得 る 可 撓 ケ ー ブ ル
と を 有 し 、
　 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル は 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 中 央 空 洞 部 中 に 配 置 さ れ た 平 坦 な 可 撓 回 路 を 有
し 、 前 記 平 坦 な 可 撓 回 路 は 、 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル を 経 て 、 そ の 一 方 の 端 部 に お い て 前 記 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ 素 子 へ と 繋 が り 、 そ の 他 方 の 端 部 に お い て 接 続 素 子 へ と 繋 が る 導 体 ト レ ー ス
を 備 え 、 前 記 接 続 素 子 は 、 前 記 曲 折 を 制 御 す る 制 御 デ バ イ ス 側 に 設 け ら れ 、 前 記 可 撓 ケ ー
ブ ル は 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 記 平 坦 な 可 撓 回 路 を 囲 む シ ー ス を 有 し 、 前
記 可 撓 ケ ー ブ ル は 、 全 方 向 に 曲 折 可 能 で あ る 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル が 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 の 前 記 曲 折 を 制 御 す る た め に 、 前 記 シ
ー ス の 周 囲 に 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る 制 御 ワ イ ヤ を 更 に 有 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 可 撓 ケ ー ブ ル の 曲 折
を 制 御 す る 制 御 デ バ イ ス と を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 人 体 内 の 諸 器 官 を 直 接 モ ニ タ し 得 る 超 音 波 内 視 鏡 な ど に 好 適 に 使 用 す る こ と
の で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 可 撓 回 路 及 び ケ ー ブ ル に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 プ ロ ー ブ は 、 患 者 の 内 部 領 域 、 例 え ば 心 臓 の よ う な 器 官 を モ ニ タ す る た め
に 使 用 さ れ る 。 超 音 波 内 視 鏡 は 、 代 表 的 に は 、 食 道 の よ う な 患 者 の 内 腔 に 挿 入 す る た め の
シ ャ フ ト を 含 ん で い る 。 シ ャ フ ト の 尖 端 に は 、 体 内 器 官 を モ ニ タ す る た め の 超 音 波 セ ン サ
素 子 列 を 収 納 し た セ ン サ ・ ヘ ッ ド が あ る 。 こ れ ら の セ ン サ 素 子 は 、 短 い 可 撓 回 路 す な わ ち
コ ネ ク タ に よ っ て 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド 内 に 収 納 さ れ た 中 間 回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る 。
同 軸 ケ ー ブ ル が 、 こ の 中 間 回 路 と 電 気 的 に 接 続 さ れ 、 セ ン サ 素 子 と プ ロ ー ブ の ハ ン ド ル （
ｈ ａ ｎ ｄ ｌ ｅ ） 部 と の 間 の シ ャ フ ト を 経 て 、 電 気 信 号 を 伝 送 す る 。 プ ロ ー ブ の ハ ン ド ル は
、 内 視 鏡 の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 中 間 回 路 す な わ ち コ ネ ク タ が 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド の サ イ ズ を 増 大 さ せ る 。 中 間 回 路 を 有 す
る あ る 種 の セ ン サ ・ ヘ ッ ド 、 特 に 多 数 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ （ ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｄ ｕ ｃ ｅ ｒ
） 素 子 を 有 す る 高 密 度 セ ン サ ・ ヘ ッ ド は 、 小 児 の 食 道 の よ う な 小 さ い 内 腔 に 挿 入 す る に は
大 き す ぎ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 サ イ ズ が 縮 小 さ れ た セ ン サ ・ ヘ ッ ド を 有 す る 超 音 波 セ ン サ 内 視 鏡 は 、 依 然 と し て 必 要 と
さ れ て い る 。 更 に 、 シ ャ フ ト は 、 小 さ い 内 腔 に 挿 入 で き る よ う な 小 さ い 直 径 の も の で な け
れ ば な ら な い 。 更 に 、 シ ャ フ ト は 、 全 方 向 に 撓 む こ と が で き 、 内 腔 中 で の 細 か い 湾 曲 部 を
通 り 抜 け る た め に セ ン サ ・ ヘ ッ ド の 近 傍 領 域 で は 短 い 半 径 で 曲 折 で き る こ と が 必 要 で あ ろ
う 。 そ れ に よ っ て 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド は 、 診 断 上 の 有 効 性 を 持 つ こ と が で き る 。 更 に 、 経 胸
プ ロ ー ブ の よ う な 内 視 鏡 で は な い 用 途 の 場 合 で も 、 ケ ー ブ ル は 、 一 般 に 厚 く 可 撓 性 が 足 り
な い た め に 、 扱 い 難 い 場 合 が 多 い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 本 発 明 は 、 経 胸 、 食 道 、 又 は 血 管 内 プ ロ ー ブ の よ う な 多 様 な 可 撓 性 が 必 要 と さ れ る 構 造
の プ ロ ー ブ で 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 超 音 波 プ ロ ー ブ 、 可 撓 回 路 及 び 可 撓 ケ ー ブ ル を
提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 経 胸 、 食 道 、 又 は 血 管 内 プ ロ ー ブ の よ う な 多 様 な 可 撓 性 が 必 要 と さ れ る 構 造
に お い て 使 用 す る の に 適 し た 超 音 波 プ ロ ー ブ に 関 す る 。 本 発 明 は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ 素 子 の 列 を 収 納 し た セ ン サ ・ ヘ ッ ド を 含 ん で い る 。 前 記 セ ン サ ・ ヘ ッ ド は 、 可 撓 ケ ー ブ
ル と 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 端 部 で 、 接 続 さ れ て い る 。 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル は 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル
を 経 る 導 体 ト レ ー ス を 伴 う 平 坦 な 高 密 度 可 撓 回 路 を 有 し て い る 。 前 記 導 体 ト レ ー ス は 、 該
導 体 ト レ ー ス の 一 方 の 端 部 に お い て 前 記 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 へ と 繋 が っ て お り 、 該 導 体
ト レ ー ス の 他 方 の 端 部 に お い て 接 続 素 子 へ と 繋 が っ て い る 。 前 記 接 続 素 子 は 、 制 御 デ バ イ
ス の あ る 方 に 設 け ら れ る 。 前 記 制 御 デ バ イ ス は 、 体 腔 に 沿 う よ う 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル の 曲 折
を 制 御 す る 。 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル は 、 該 可 撓 ケ ー ブ ル の 長 手 方 向 に 沿 っ て 前 記 平 坦 な 可 撓 回
路 を 囲 む シ ー ス を 有 し 、 前 記 可 撓 ケ ー ブ ル は 、 全 方 向 に 曲 折 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 平 坦 な 可 撓 回 路 の 導 体 ト レ ー ス は 、 平 坦 な 誘 電 層 の 間 に 備 え ら れ 、 該 ト レ ー ス は 、 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ 素 子 と 、 プ ロ ー ブ の ハ ン ド ル 、 も し く は 超 音 波 ス キ ャ ナ と の 間 で 、 電 気 信 号
を 導 通 す る 。 前 記 平 坦 な 可 撓 回 路 の 前 記 導 体 ト レ ー ス は 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素
子 に 直 接 接 続 す る こ と が で き る の で 、 中 間 的 な 接 続 手 段 の 必 要 が な く な る 。 そ れ に よ っ て
、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド の サ イ ズ は 、 小 さ い 体 腔 内 へ の 挿 入 を 含 む 用 例 に 適 し た サ イ ズ に 縮 小 さ
れ る 。 更 に 、 同 軸 ケ ー ブ ル を 使 用 す る 場 合 と 比 較 し て 、 可 撓 回 路 を 使 用 す る こ と に よ っ て
、 ケ ー ブ ル の 直 径 が 縮 小 さ れ 、 キ ャ パ シ タ ン ス （ ｃ ａ ｐ ａ ｃ ｉ ｔ ａ ｎ ｃ ｅ ） を よ り 容 易 に
制 御 す る 手 段 が 得 ら れ る 。 用 例 に よ っ て は 、 音 響 感 度 及 び ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 の 帯 域 幅
を 向 上 さ せ る た め に キ ャ パ シ タ ン ス を 利 用 で き る 。 前 記 可 撓 回 路 は 、 内 視 鏡 の シ ャ フ ト 内
の 内 部 シ ー ス に よ っ て 囲 ま れ 、 し か も 該 可 撓 回 路 が 大 き い 曲 折 半 径 に 亘 る シ ャ フ ト の 曲 折
と 共 に 自 由 に 捩 じ れ る よ う に 、 該 内 部 シ ー ス 内 で ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。 前 記 可 撓 回 路 の 前
記 セ ン サ ・ ヘ ッ ド と 近 接 し た 部 分 は 、 ひ だ の よ う に 折 り 曲 が り 、 螺 旋 状 に 屈 曲 し 、 又 は そ
の 他 の 形 状 を 呈 す る こ と が で き る の で 、 該 セ ン サ ・ ヘ ッ ド の 近 傍 領 域 で 小 さ い 曲 折 半 径 で
全 方 向 に 曲 折 可 能 で あ る 。 前 記 可 撓 回 路 の 前 記 形 状 部 分 に よ っ て 、 プ ロ ー ブ は 、 小 さ い 内
腔 中 に お け る よ う な 細 か い 湾 曲 部 を 通 り 抜 け る こ と が で き る 。 前 記 可 撓 回 路 の 前 記 形 状 部
分 は 、 曲 折 に よ る 応 力 を 均 一 に 分 散 さ せ る た め に 、 可 撓 性 材 料 内 に 封 入 さ れ る 。 斯 様 な 新
規 の 可 撓 回 路 に よ っ て 、 超 音 波 プ ロ ー ブ ケ ー ブ ル の フ レ キ シ ビ リ テ ィ が 向 上 す る 。 ま た 、
前 記 可 撓 ケ ー ブ ル の 曲 折 は 制 御 デ バ イ ス に よ っ て 体 腔 に 沿 う よ う を 制 御 さ れ る の で 、 オ ペ
レ ー タ は プ ロ ー ブ の 位 置 決 め を し 易 く な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 好 ま し い 実 施 例 で は 、 制 御 ワ イ ヤ が 、 シ ー ス の 周 囲 で 内 視 鏡 の シ ャ フ ト の 長 手 方 向 に 延
び 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド 近 傍 で の シ ャ フ ト の 長 手 方 向 で の 曲 折 を 制 御 す る 。 外 部 シ ー ス は 、 内
部 シ ー ス と 制 御 ワ イ ヤ と を 囲 ん で い る 。 編 組 シ ー ス が 、 外 部 シ ー ス を 囲 み 、 外 部 シ ー ス の
捩 じ れ を 支 持 し て い る 。 最 後 に 、 ポ リ マ ー の 押 出 成 形 品 が 、 編 組 シ ー ス を 被 覆 し て 、 可 撓
内 視 鏡 シ ャ フ ト を 、 ス ム ー ズ か つ 防 水 表 面 に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の 一 側 面 で は 、 上 記 の よ う な 超 音 波 プ ロ ー ブ と 、 前 記 超 音 波 プ ロ ー ブ の 可 撓 ケ ー
ブ ル の 曲 折 を 制 御 す る 制 御 デ バ イ ス と を 有 す る 超 音 波 プ ロ ー ブ 装 置 に 関 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ で は 、 超 音 波 内 視 鏡 プ ロ ー ブ １ ０ は 、 身 体 器 官 の よ う な 患 者 の 体 内 領 域 を 撮 像 す る
た め の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ の 列 ２ ８ を 収 納 し た セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ を 有 し て
い る 。 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ は 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ に よ っ て 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２ ２ に 接 続
さ れ て い る 。 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ は 、 高 密 度 可 撓 回 路 ２ ６ を 囲 む 防 護 防 水 領 域 ９ ２ を 有 し て
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い る 。 可 撓 回 路 ２ ６ は 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ を 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２ ２ 内 に 位 置 す
る 回 路 板 ２ ０ に 、 電 気 的 に 接 続 す る 。 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ は 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ と プ ロ ー
ブ ハ ン ド ル ２ ２ と に 密 閉 さ れ 、 こ れ ら の 部 品 の い ず れ か に 湿 気 が 侵 入 す る こ と を 防 い で い
る 。 プ ロ ー ブ １ ０ の セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ と 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ と は 、 患 者 の 体 腔 内 に 挿 入 さ
れ 、 超 音 波 に よ る 経 胸 、 食 道 又 は 血 管 内 プ ロ ー ブ 用 の 種 々 の 構 造 に 適 し て い る 。 可 撓 シ ャ
フ ト １ ４ は 、 体 腔 の 輪 郭 に 沿 っ て 曲 折 す る こ と が で き 、 こ の 曲 折 は 、 プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２
２ に 配 備 さ れ て い る 制 御 デ バ イ ス ２ １ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ 内 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ の 数 は 変 更 で き 、 こ れ も 変 更 で き る
セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の サ イ ズ に よ っ て 限 定 さ れ る 。 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の サ イ ズ は 、 セ ン
サ ・ ヘ ッ ド １ ２ が 挿 入 さ れ る 特 定 の 体 腔 の サ イ ズ に よ っ て 限 定 さ れ る 。 例 え ば 、 小 児 の 食
道 に 挿 入 さ れ る セ ン サ ・ ヘ ッ ド は 、 成 人 の 食 道 に 挿 入 さ れ る セ ン サ ・ ヘ ッ ド よ り も 、 小 さ
く な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 撮 像 性 能 を 高 め る た め に 、 同 じ 素 子 間 間 隔 に て 、 少 数 の セ ン サ 素 子 に 多 数 の ト ラ ン ス デ
ュ ー サ 素 子 を 備 え る こ と が 望 ま し い 場 合 が 多 い 。 例 え ば 、 ６ ４ 個 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子
列 を 収 納 す る セ ン サ ・ ヘ ッ ド は 、 ２ ４ 個 の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 列 を 収 納 す る セ ン サ ・ ヘ
ッ ド よ り も 、 性 能 が 良 い こ と が 一 般 的 で あ る 。 更 に 、 第 ２ の ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 列 を セ
ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ に 付 加 す る こ と が で き 、 こ の 第 ２ の 素 子 列 は セ ン サ ・ ヘ ッ ド 内 で 列 ２ ８
に 対 し て 回 転 し た 位 置 で 固 定 配 置 さ れ る 。 こ れ ら ２ つ の 列 に よ っ て 、 ２ つ の 直 交 す る 面 で
像 を 作 成 す る こ と が で き 、 プ ロ ー ブ １ ０ の 性 能 を 更 に 高 め る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 相 互 接 続 部 １ ６ の 導 体 タ ブ １ ０ ０ に よ っ て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ と 、 可 撓 回 路 ２
６ 内 の 導 体 ト レ ー ス ３ ２ （ 図 ２ ） と が 、 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 タ ブ １ ０ ０ は 、 電 着 で 金 メ
ッ キ さ れ た 銅 か ら 成 り 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ に 直 接 結 合 さ れ て い る 。 あ る い は 、 タ
ブ １ ０ ０ は 、 相 互 接 続 部 １ ６ か ら 銅 を エ ッ チ ン グ 処 理 す る こ と に よ っ て 形 成 し て も よ い 。
列 ２ ８ と タ ブ １ ０ ０ と を 電 気 接 続 す る た め に 、 テ ー プ 自 動 結 合 （ Ｔ Ａ Ｂ ） 処 理 、 又 は そ の
他 の 処 理 が 行 わ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 タ ブ １ ０ ０ を ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ に 直 接 接 続 す る こ と に よ っ て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ 素 子 ２ ７ と 可 撓 回 路 ２ ６ と の 間 の 中 間 回 路 板 又 は コ ネ ク タ を 使 用 す る 必 要 が な く な る 。
こ れ ら の 素 子 を 省 く こ と に よ っ て 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の サ イ ズ が 縮 小 す る と 共 に 、 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ を 可 撓 回 路 ２ ６ に 電 気 的 に 接 続 す る 労 力 が 節 減 さ れ る 。 セ ン サ ・ ヘ
ッ ド １ ２ の サ イ ズ が 縮 小 す る こ と に よ っ て 、 中 間 回 路 板 を 含 ん だ よ り 大 型 の セ ン サ ・ ヘ ッ
ド を 挿 入 す る に は 小 さ す ぎ る 体 腔 に も 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド を 挿 入 で き る よ う に な る 。 更 に 、
中 間 回 路 板 を 省 く こ と に よ っ て 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド の サ イ ズ を 小 さ く 保 ち つ つ 、 よ り 多 数 の
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ を セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ に 付 与 す る こ と が で き る よ う に な
る 。 た だ し 、 本 発 明 は 前 記 の 中 間 接 続 素 子 を 使 用 し た 実 施 例 に も 適 用 で き る こ と は 、 理 解
さ れ よ う 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 可 撓 回 路 ２ ６ の 相 互 接 続 素 子 ２ ４ は 、 可 撓 回 路 ２ ６ を プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２ ２ 内 に 位 置 す
る 回 路 板 ２ ０ に 電 気 的 に 接 続 す る 。 回 路 板 ２ ０ は 、 中 間 電 気 接 合 部 で あ り 、 こ の 接 合 部 か
ら 第 ２ ケ ー ブ ル が 回 路 板 ２ ０ を モ ニ タ （ 図 示 せ ず ） を 含 む 電 子 機 器 に 電 気 的 に 接 続 す る 。
一 連 の 穴 １ ０ ４ が 、 相 互 接 続 素 子 ２ ４ を 、 回 路 板 ２ ０ 上 に 固 定 し 、 位 置 合 わ せ す る 。 相 互
接 続 素 子 ２ ４ 上 の 信 号 パ ッ ド １ ０ ２ は 、 可 撓 回 路 ２ ６ の 導 体 ト レ ー ス ３ ２ （ 図 ２ ） を 、 回
路 板 ２ ０ 上 に 位 置 す る 対 応 す る 電 気 接 点 に 電 気 的 に 接 続 す る 。 グ ラ ン ド （ ｇ ｒ ａ ｎ ｄ ） ・
パ ッ ド １ ０ ６ は 、 回 路 板 ２ ０ と グ ラ ン ド 面 ３ ８ （ 図 ２ ） と を 電 気 的 に 接 続 す る 。 信 号 パ ッ
ド １ ０ ２ と グ ラ ン ド ・ パ ッ ド １ ０ ６ と は 、 回 路 板 ２ ０ に リ フ ロ ー は ん だ 付 け さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ と シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ の 構 成 は 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 。 可 撓 シ ャ フ ト １
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４ の 設 計 で は 、 可 撓 回 路 ２ ６ が 幅 広 で 薄 い （ 偏 平 ） よ う に 、 可 撓 回 路 ２ ６ の 縦 横 比 を 高 く
す る 必 要 が あ る 。 可 撓 回 路 ２ ６ は 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ の 中 央 空 洞 部 を 占 領 す る 。 可 撓 回 路
２ ６ の 金 属 導 体 ト レ ー ス ３ ２ は 、 電 気 信 号 を 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 （ 図 １ ） と プ ロ ー ブ
ハ ン ド ル ２ ２ 内 に 位 置 す る 回 路 板 ２ ０ と の 間 で 、 導 通 す る 。 好 ま し い 実 施 例 で は 、 可 撓 回
路 ２ ６ は 、 ３ ４ 個 の 導 体 ト レ ー ス ３ ２ を 有 す る 高 密 度 可 撓 回 路 で あ り 、 幅 が 約 ３ ／ １ ６ イ
ン チ で あ る 。 あ る い は 、 導 体 ３ ２ の 数 と 可 撓 回 路 ２ ６ の 幅 は 、 変 更 し て も よ い 。 更 に 、 電
気 信 号 を 導 通 す る た め に 、 １ つ 以 上 の 可 撓 回 路 ２ ６ を 使 用 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 導 体 ト レ ー ス ３ ２ は 、 接 着 層 ３ ４ 内 に 埋 設 さ れ 、 代 表 的 に は ポ リ イ ミ ド ・ フ ィ ル ム で あ
る ２ 枚 の 絶 縁 誘 電 層 ３ ０ の 間 に 挟 持 さ れ て い る 。 好 ま し い 実 施 例 で は 、 金 属 グ ラ ン ド 面 ３
８ が 導 体 ト レ ー ス ３ ２ と 共 に 、 ス ト リ ッ プ ラ イ ン 、 も し く は マ イ ク ロ ス ト リ ッ プ 形 の 伝 送
ラ イ ン を 形 成 す る 。 別 の 実 施 例 で は 、 一 連 の 金 属 グ ラ ン ド ・ ト レ ー ス を 導 体 ト レ ー ス ３ ２
間 に 配 し て 、 別 の 種 類 の 伝 送 ラ イ ン を 形 成 す る こ と も 可 能 で あ る 。 専 門 家 に と っ て は 、 ト
レ ー ス ３ ２ と グ ラ ン ド ・ ト レ ー ス と の 明 白 な 別 の 組 み 合 わ せ に よ っ て 、 前 述 の 種 類 の 伝 送
ラ イ ン と 同 一 の 電 気 特 性 を 有 す る 公 知 の 種 類 の 伝 送 ラ イ ン を 形 成 す る こ と が で き よ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 可 撓 回 路 ２ ６ は 、 延 伸 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン （ Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ ） の シ ー ス ８ ０ 内 に 収 納
さ れ て い る 。 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ シ ー ス ８ ０ に よ っ て 、 ス ム ー ズ で 、 滑 り 易 い 表 面 が 得 ら れ 、 そ の 内
部 で 可 撓 回 路 ２ ６ が 捩 じ れ 、 か つ ス ラ イ ド す る こ と が で き る 。 更 に 、 相 互 の 上 面 に 回 路 を
積 み 重 ね る こ と に よ っ て 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ シ ー ス ８ ０ 内 に 二 つ 以 上 の 可 撓 回 路 ２ ６ を 収 納 す る こ
と が で き る 。 あ る い は 、 シ ー ス ８ ０ を ポ リ ウ レ タ ン の よ う な 別 の ポ リ マ ー で 製 造 す る こ と
も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ４ 本 の ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ が 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ シ ー ス ８ ０ を 囲 み 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ の 曲 折 を
制 御 す る た め に 利 用 さ れ る 。 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ の 端 部 は 、 特 定 の ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ が 短
く さ れ た 方 向 に 曲 が る 。 特 定 の ガ イ ド ・ ワ イ ヤ の 短 縮 の 程 度 が 大 き い ほ ど 、 可 撓 シ ャ フ ト
１ ４ は よ り 大 き く 曲 が る 。 ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ の 伸 長 と 短 縮 は 、 制 御 機 構 ２ １ に よ っ て 、
プ ロ ー ブ ハ ン ド ル ２ ２ の 部 位 で 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 螺 旋 状 に 屈 曲 し た 平 ば ね ワ イ ヤ 管 ８ ４ が 、 ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ を 囲 み 、 可 撓 回 路 ２ ６ を
電 気 的 に 絶 縁 し 、 構 造 的 に 保 護 し て い る 。 ワ イ ヤ 管 ８ ４ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 製 で あ り 、 Ｐ Ｔ
Ｆ Ｅ を 伴 う ハ ー ド ・ ア ノ ー ダ イ ズ ・ プ ロ セ ス （ ｈ ａ ｒ ｄ  ａ ｎ ｏ ｄ ｉ ｚ ｅ  ｐ ｒ ｏ ｃ ｅ ｓ ｓ
） に よ り メ ッ キ さ れ る こ と に よ っ て 、 表 面 が 潤 滑 に さ れ 、 ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ が ワ イ ヤ 管
８ ４ 内 で ス ラ イ ド で き る よ う に さ れ る 。 あ る い は 、 ワ イ ヤ 管 ８ ４ は 、 別 の 導 電 性 金 属 か ら
成 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ス テ ン レ ス 鋼 の 織 組 ブ レ ー ド ８ ６ が 、 管 ８ ４ の 外 部 を 覆 い 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ の 捩 じ れ
を 支 持 し て い る 。 あ る い は 、 織 組 ブ レ ー ド ８ ６ は 、 錫 と 銅 の 合 金 製 で も よ い 。 ウ レ タ ン 押
出 成 形 品 製 の 外 部 ジ ャ ケ ッ ト ８ ８ が 、 織 組 ブ レ ー ド ８ ６ を 覆 っ て い る の で 、 可 撓 シ ャ フ ト
１ ４ が 患 者 の 体 腔 内 で 容 易 に ス ラ イ ド で き る よ う な ス ム ー ズ で 、 滑 り 易 い 防 水 表 面 が 得 ら
れ る 。 別 の 実 施 例 で は 、 外 部 ジ ャ ケ ッ ト ８ ８ は 、 生 適 応 性 （ バ イ オ コ ン パ チ ブ ル 《 ｂ ｉ ｏ
ｃ ｏ ｍ ｐ ａ ｔ ｉ ｂ ｌ ｅ 》 ） が あ る 別 の ポ リ マ ー 製 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ 内 の 高 密 度 可 撓 回 路 ２ ６ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４
の 直 径 を 小 さ く す る こ と が で き る 。 好 ま し い 実 施 例 で は 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ の 外 径 は ８ ｍ
ｍ ま で 小 さ く す る こ と が で き る の で 、 プ ロ ー ブ １ ０ を 小 さ い 体 腔 内 に 挿 入 す る こ と が で き
る 。 更 に 、 可 撓 回 路 ２ ６ を 使 用 す る こ と に よ っ て 、 シ ャ フ ト １ ４ 内 の キ ャ パ シ タ ン ス を 制
御 し て 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 ２ ７ の 音 響 感 度 を 同 調 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ は 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ が 曲 折 す る 態 様 を 示 し て い る 。 図 ３ で は 、 可 撓 シ ャ
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フ ト １ ４ の 一 部 が 、 可 撓 回 路 ２ ６ の 平 坦 面 ７ ４ と 垂 直 な 方 向 に 曲 が っ て い る 。 可 撓 回 路 ２
６ は 、 シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ 内 で 、 平 坦 面 ７ ４ が 曲 折 方 向 を 向 く よ う な 配 向 に さ れ て い る 。 可
撓 回 路 ２ ６ は 、 平 坦 面 ７ ４ の 方 向 だ け に 曲 が り 、 エ ッ ジ ７ ６ と 垂 直 な 方 向 に は 曲 が ら な い
。 し か し 、 可 撓 回 路 ２ ６ の シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ 内 で の 向 き は 、 必 ず し も 最 初 か ら 平 坦 面 ７ ４
が 曲 折 方 向 を 向 く よ う な 配 向 で は な い 。 従 っ て 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ が 、 可 撓 回 路 ２ ６ を 損
傷 す る こ と な く 、 全 方 向 に 曲 折 で き る よ う に 、 可 撓 回 路 は 、 移 動 す る こ と に よ っ て 、 シ ャ
フ ト 領 域 ９ ２ 内 で の 向 き を 、 図 ４ に 示 す よ う に 再 変 更 す る こ と が で き る よ う に さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ で は 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ は 、 半 径 Ｒ で 曲 折 し て い る 。 シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ 内 で の 可 撓
回 路 ２ ６ の 向 き は 、 平 坦 面 ７ ４ が シ ャ フ ト １ ４ が 曲 が る 方 向 を 向 か な い よ う な 向 き で あ る
場 合 も 多 い 。 シ ャ フ ト １ ４ が 曲 が る 際 に 、 可 撓 回 路 ２ ６ は 、 可 撓 回 路 ２ ６ の 部 分 ５ ０ が 捩
じ れ た 状 態 で 向 き が 変 更 さ れ る よ う に 、 シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ 内 で 移 動 す る 。 こ の 捩 じ れ た 位
置 で 、 部 分 ５ ０ 内 の 平 坦 面 ７ ４ は 曲 折 方 向 を 向 き 、 そ れ に よ っ て 可 撓 回 路 ２ ６ が シ ャ フ ト
領 域 ９ ２ 内 で 曲 が る こ と が 可 能 に な る 。 曲 折 領 域 か ら 離 れ て い る 可 撓 回 路 ２ ６ の 部 分 ５ ２
と ５ ４ と は 、 捩 じ れ な い 状 態 の ま ま に 留 ま っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ５ を 参 照 す る と 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ に よ っ て 、 可 撓 シ ャ フ ト １ ４ は 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド
１ ２ の 近 傍 領 域 で エ ッ ジ ７ ６ に 対 し て 垂 直 な 方 向 に 曲 が る こ と が で き る 。 ひ だ 付 き 部 分 １
８ が 無 い と 、 可 撓 回 路 ２ ６ が セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の 近 傍 で 捩 じ れ る こ と が で き な い の で 、
可 撓 シ ャ フ ト １ ４ は セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の 近 傍 で は 前 記 の 方 向 に 曲 が る こ と は で き な い で
あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 可 撓 回 路 ２ ６ の ひ だ 付 き 部 分 １ ８ は 、 ひ だ 付 け 工 具 に よ っ て 形 成 さ
れ た 一 連 の 正 弦 波 状 の ひ だ ７ ０ を 呈 し て い る 。 好 ま し い 実 施 例 で は 、 ひ だ の ピ ッ チ は ０ ．
１ １ ８ イ ン チ で あ り 、 高 さ は ０ ． ０ ７ イ ン チ で あ る 。 ひ だ ７ ０ に よ っ て 、 可 撓 回 路 ２ ６ は
、 該 可 撓 回 路 ２ ６ が 捩 じ れ る こ と な く 、 エ ッ ジ ７ ６ と 垂 直 な 軸 で 曲 が る こ と が で き る 。 更
に 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ は 、 全 方 向 、 並 び に 図 ７ に 示 す よ う に 平 坦 面 ７ ４ と 垂 直 な 方 向 に 曲
が る こ と が で き る 。 １ つ 以 上 の 可 撓 回 路 ２ ６ が 必 要 な 場 合 は 、 回 路 が 互 い に 積 み 重 ね ら れ
た 場 合 に 、 ひ だ ７ ０ が 適 合 す る よ う に 、 複 数 の 可 撓 回 路 に 同 時 に ひ だ 付 け が 行 わ れ る 。 更
に 、 可 撓 性 の 度 合 い を 調 整 す る た め に 、 ひ だ の ピ ッ チ と 高 さ を 変 更 す る こ と が で き る 。 ひ
だ の ピ ッ チ が 小 さ く 、 高 さ が 高 い と 、 エ ッ ジ ７ ６ と 垂 直 な 方 向 で の 可 撓 回 路 ２ ６ の 可 撓 性
が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ひ だ ７ ０ は 、 ポ リ ウ レ タ ン の シ ー ス ７ ２ 内 に 封 入 さ れ て い る 。 シ ー ス ７ ２ は 、 モ ー ル ド
に よ っ て ひ だ ７ ０ の 周 囲 に キ ャ ス ト さ れ 、 好 ま し い 実 施 例 で は 、 シ ー ス ７ ２ は 、 図 ８ に 示
す よ う に 楕 円 形 の 断 面 を 有 し て い る 。 あ る い は 、 シ ー ス ７ ２ の 断 面 は 、 円 形 又 は 方 形 の よ
う な 別 の 形 状 で も よ い 。 モ ー ル ド と し て 薄 壁 の ウ レ タ ン 管 を 使 用 で き 、 簡 単 な モ ー ル ド の
形 状 を そ の ま ま に 残 し て 、 可 撓 ケ ー ブ ル の 強 度 が 増 強 さ れ る よ う に す る 。 更 に 、 ひ だ ７ ０
を 、 封 入 す る の で は な く 、 中 空 管 内 に 収 納 す る こ と も で き る 。 ポ リ ウ レ タ ン 製 シ ー ス ７ ２
は 、 曲 げ に 起 因 す る ひ だ ７ ０ へ の 応 力 を 分 散 し て 、 ひ だ ７ ０ 内 に 応 力 が 集 中 す る こ と を 防
止 す る 。 応 力 の 集 中 度 が 低 下 す る こ と に よ っ て 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ が 損 傷 す る ま で に 耐 え
ら れ る 曲 げ の 回 数 で あ る 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ の 寿 命 が 延 び る 。 あ る い は 、 ひ だ ７ ０ を 封 入
す る た め に 、 そ の 他 の エ ラ ス ト マ を 使 用 し て も よ い 。 複 数 の 可 撓 回 路 ２ ６ の ひ だ ７ ０ を 封
入 す る 場 合 は 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ の 可 撓 性 を 保 持 す る た め に 、 封 入 材 料 が 隣 接 す る 可 撓 回
路 ２ ６ の ひ だ ７ ０ を 互 い に 接 合 す る こ と が あ っ て は な ら な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ７ 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 す る と 、 シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ は 、 ひ だ 付 き 部 分 １ ８ の 部 位 "Ａ "
で 終 端 し て い る 。 こ れ ま で に 詳 述 し た シ ャ フ ト 領 域 ９ ２ は 、 Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ シ ー ス ８ ０ 内 に 可 撓
回 路 ２ ６ を 収 納 し て い る 。 ガ イ ド ・ ワ イ ヤ ８ ２ が Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ シ ー ス ８ ０ を 囲 み 、 一 方 、 こ の
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シ ー ス は 、 螺 旋 状 に 屈 曲 し た 平 ば ね ワ イ ヤ 管 ８ ４ に よ っ て 囲 ま れ て い る 。 織 組 ブ レ ー ド ８
６ が 管 ８ ４ の 外 部 を 覆 い 、 外 部 ジ ャ ケ ッ ト ８ ８ が 織 組 ブ レ ー ド ８ ６ を 覆 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 曲 が り の ネ ッ ク （ ｎ ｅ ｃ ｋ ） 領 域 ９ ４ は 、 領 域 ９ ２ よ り も 可 撓 性 が 高 く 、 ひ だ 付 き 部 分
１ ８ を 部 位 "Ａ "か ら セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ に 亘 っ て 囲 ん で い る 。 曲 が り の ネ ッ ク 領 域 ９ ４ に
よ っ て 、 シ ー ス ７ ２ 内 に 封 入 さ れ た ひ だ 付 き 部 分 １ ８ は 、 （ 図 ７ に 示 す よ う に ） 領 域 ９ ２
で 曲 が る こ と が で き る 。 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ の 近 傍 領 域 が よ り 短 い 半 径 で 曲 折 で き る こ と
に よ っ て 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ は 、 よ り 簡 単 に 小 さ い 体 腔 内 の 細 か い 湾 曲 部 を 通 り 抜 け る
こ と が で き 、 更 に セ ン サ ・ ヘ ッ ド １ ２ を 必 要 な 診 断 部 位 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 曲 が り の ネ ッ ク 領 域 ９ ４ は 、 可 撓 性 の リ ン ク 機 構 ９ ８ と 外 部 カ バ ー ９ ６ と か ら 成 っ て い
る 。 可 撓 リ ン ク 機 構 ９ ８ は 、 リ ベ ッ ト に よ っ て 互 い に 連 結 さ れ た 一 連 の 金 属 リ ン ク ９ ７ か
ら 成 っ て い る 。 あ る い は 、 リ ン ク ９ ７ は 、 非 金 属 材 料 製 で 、 そ の 他 の 従 来 の 手 段 に よ っ て
連 結 さ れ て も よ い 。 外 部 カ バ ー ９ ６ は 、 ネ オ プ レ ン 又 は 合 成 ゴ ム の よ う な 可 撓 性 の 防 水 材
料 か ら 成 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の 〔 １ 〕 超 音 波 プ ロ ー ブ （ １ ０ ） は 、 内 部 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ 素 子 （ ２ ７ ） 列 （ ２ ８ ） を 有 す る セ ン サ ・ ヘ ッ ド （ １ ２ ） ； 及 び セ ン サ ・ ヘ ッ ド （ １
２ ） の 端 部 に 接 続 さ れ て い て 、 可 撓 ケ ー ブ ル （ １ ４ ） を 経 て ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 （ ２ ７
） へ と 繋 が る 導 体 ト レ ー ス （ ３ ２ ） を 有 す る 平 坦 な 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） か ら 成 る 可 撓 ケ ー ブ
ル （ １ ４ ） を 備 え た こ と を 特 徴 と し 、 次 の よ う な 好 ま し い 実 施 態 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 〔 ２ 〕 上 記 〔 １ 〕 に お い て 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） の 少 な く と も 一 部 が 、 全 方 向 に 曲 折 可 能
で あ る よ う な 形 状 （ １ ８ ） を 呈 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 〔 ３ 〕 上 記 〔 ２ 〕 に お い て 、 可 撓 回 路 （ １ ８ ） の 前 記 形 状 部 分 が 、 可 撓 性 材 料 （ ７ ２ ）
内 に 封 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 〔 ４ 〕 上 記 〔 １ 〕 ～ 〔 ３ 〕 の い ず れ か に お い て 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が ケ ー ブ ル （ １ ４ ）
の 長 手 方 向 に 沿 っ て シ ー ス （ ８ ０ ） に よ っ て 囲 ま れ 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が ケ ー ブ ル （ １ ４
） の 曲 折 と 共 に 自 由 に 捩 じ れ る よ う に シ ー ス （ ８ ０ ） 内 で 自 由 に 移 動 で き る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 〔 ５ 〕 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） は 、 平 坦 な 誘 電 層 （ ３ ０ ） 間 の 導 体 ト レ ー ス （
３ ２ ） を 備 え た 平 坦 な 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） で あ っ て 、 該 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が 、 そ の 幅 に 亘 っ
て 、 全 方 向 に 曲 折 可 能 で あ る よ う な 形 状 （ １ ８ ） を 呈 し た こ と を 特 徴 と し 、 次 の よ う な 好
ま し い 実 施 態 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 〔 ６ 〕 上 記 〔 ５ 〕 に お い て 、 前 記 形 状 の 可 撓 回 路 （ １ ８ ） が 、 可 撓 性 材 料 （ ７ ２ ） 内 に
封 入 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 〔 ７ 〕 上 記 〔 ５ 〕 又 は 〔 ６ 〕 に お い て 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が 長 手 方 向 に 沿 っ て シ ー ス （
８ ０ ） に よ っ て 囲 ま れ 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が シ ー ス （ ８ ０ ） の 曲 折 と 共 に 自 由 に 捩 じ れ る
よ う に シ ー ス 内 で 自 由 に 移 動 で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 更 に 、 本 発 明 の 〔 ８ 〕 ケ ー ブ ル （ １ ４ ） は 、 平 坦 な 誘 電 層 （ ３ ０ ） 間 の 導 体 ト レ ー ス （
３ ２ ） を 有 す る 平 坦 な 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） ； 及 び 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） が ケ ー ブ ル （ １ ４ ） の 曲
折 と 共 に 自 由 に 捩 じ れ る よ う に 、 シ ー ス （ ８ ０ ） 内 で 自 由 に 移 動 で き る 可 撓 回 路 （ ２ ６ ）
を 囲 む シ ー ス （ ８ ０ ） を 備 え た こ と を 特 徴 と し 、 次 の よ う な 好 ま し い 実 施 態 様 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
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　 〔 ９ 〕 上 記 〔 ８ 〕 に お い て 、 可 撓 回 路 （ ２ ６ ） の 少 な く と も 一 部 が 、 全 方 向 に 曲 折 可 能
で あ る よ う な 形 状 （ １ ８ ） を 呈 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 〔 １ ０ 〕 上 記 〔 ９ 〕 に お い て 、 可 撓 回 路 （ １ ８ ） の 前 記 形 状 部 分 が 、 可 撓 性 材 料 （ ７ ２
） 内 に 封 入 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 〔 １ １ 〕 上 記 〔 ８ 〕 ～ 〔 １ ０ 〕 の い ず れ か に お い て 、 ケ ー ブ ル （ １ ４ ） の 長 手 方 向 の 曲
折 を 制 御 す る た め に 、 シ ー ス （ ８ ０ ） の 周 囲 で ケ ー ブ ル （ １ ４ ） の 長 手 方 向 に 延 び た 制 御
ワ イ ヤ （ ８ ２ ） を 更 に 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ れ ま で 本 発 明 を 、 特 に 好 ま し い 実 施 例 を 参 照 し て 図 示 し 、 説 明 し て き た が 、 特 許 請 求
の 範 囲 に 記 載 の 趣 旨 と 範 囲 か ら 離 れ る こ と な く 、 形 態 と 細 部 を 多 様 に 変 更 で き る こ と が 専
門 家 に は 理 解 さ れ よ う 。 例 え ば 、 プ ロ ー ブ は 、 内 視 鏡 で あ る 必 要 は な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 詳 述 し た よ う に 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 で は 、 セ ン サ ・ ヘ ッ ド の サ イ ズ や シ ャ フ ト の
直 径 を 縮 小 す る こ と が で き る た め 、 小 児 の 食 道 の よ う な 小 さ い 内 腔 へ も 容 易 に 挿 入 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 で は 、 シ ャ フ ト が 全 方 向 に 撓 む こ と が で き る た め 、 内 腔 中 で
の 細 か い 湾 曲 部 を 容 易 に 通 り 抜 け る こ と が で き 、 取 扱 性 に 優 れ 、 診 断 上 極 め て 有 効 で あ る
。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 可 撓 性 内 視 鏡 プ ロ ー ブ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 内 視 鏡 の 可 撓 シ ャ フ ト の 横 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 シ ー ス 部 分 を 切 り 欠 い た 第 １ の 曲 げ 位 置 で の 可 撓 シ ャ フ ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ２ の 曲 げ 位 置 で の 可 撓 シ ャ フ ト の 一 部 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ひ だ 付 き 部 分 が 可 撓 回 路 の エ ッ ジ と 垂 直 な 方 向 に 曲 折 さ れ た 可 撓 シ ャ フ ト の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ６ 】 可 撓 回 路 の ひ だ 付 き 部 分 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ひ だ 付 き 部 分 が 可 撓 回 路 の 平 坦 面 と 垂 直 な 方 向 に 曲 折 さ れ た 可 撓 シ ャ フ ト の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ８ 】 封 入 さ れ た ひ だ を 示 し た シ ャ フ ト １ ４ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ひ だ 付 き 部 分 の 周 囲 領 域 の シ ャ フ ト 構 造 の 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ０  プ ロ ー ブ
１ ２  セ ン サ ・ ヘ ッ ド
１ ４  可 撓 ケ ー ブ ル （ 可 撓 シ ャ フ ト ）
１ ６  相 互 接 続 部
１ ８  全 方 向 に 曲 折 可 能 な 形 状 （ ひ だ 付 き ） 部 分
２ ０  回 路 板
２ １  制 御 デ バ イ ス
２ ２  プ ロ ー ブ ハ ン ド ル
２ ４  相 互 接 続 素 子
２ ６  高 密 度 可 撓 回 路
２ ７  超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子
２ ８  超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ 素 子 列
７ ４  回 路 ２ ６ の 平 坦 面
７ ６  回 路 ２ ６ の エ ッ ジ
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９ ２  防 護 防 水 領 域
９ ４  曲 が り の ネ ッ ク 領 域
１ ０ ０  導 体 タ ブ
１ ０ ２  信 号 パ ッ ド
１ ０ ４  固 定 、 位 置 決 め 用 穴
１ ０ ６  グ ラ ン ド ・ パ ッ ド

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】 【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波探头，该探头适用于各种结构，例如胸
腔，食道或内部导管探头，该探头插入患者的体腔并在体腔内部成像。 
超声波探头具有容纳一行超声波换能器元件的传感器头，并且其端部连
接到传感器头，该传感器头的弯曲可以沿着体腔被控制。 有和。 柔性电
缆具有布置在柔性电缆的中央腔中的扁平柔性电路。 扁平柔性电路包括
导体迹线，该导体迹线通过柔性电缆在一端到达换能器元件，在另一端
到达连接元件。 连接元件设置在控制弯曲的控制装置侧。 挠性电缆具有
沿着挠性电缆的长度围绕扁平挠性电路的护套。 柔性电缆可以在所有方
向上弯曲。 [选型图]图1
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